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に関する基本知識 
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(監修) 

日常診療に活か
す診療ガイドラ
インUP-TO-DATE
 2018-2019 - 
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メディカル

レビュー社 

 

東京 2018 10-15 

西田圭一郎 Q58. 関節リウマチ
の手術についてど
のようなものがあ
るか教えてくださ
い. 

松野博明, 
松原 司 

ズバッと答える
関節リウマチ～
患者さんからの
85通の挑戦状～ 

日本医学出
版 

東京 2018 139-140 

西田圭一郎 Q59. 関節リウマチ
手術のメリット、デ
メリットについて
教えてください. 

松野博明, 
松原 司 

ズバッと答える
関節リウマチ～
患者さんからの
85通の挑戦状～ 

日本医学出
版 

東京 2018 141-142 

西田圭一郎 Q67. 関節リウマチ
の足関節障害の種
類と手術方法につ
いて教えてくださ
い. 

松野博明, 
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ズバッと答える
関節リウマチ～
患者さんからの
85通の挑戦状～ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

日本医学出
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西田圭一郎 Q68. 関節リウマチ
の足指関節障害の
種類と手術方法に
ついて教えてくだ
さい. 

松野博明, 
松原 司 

ズバッと答える
関節リウマチ～
患者さんからの
85通の挑戦状～ 

日本医学出
版 

東京 2018 168-171 

藤井 隆夫 第1章関節リウマチ
とは 第5章 生物
学的製剤 

松野 博明、
松原 司 

【最新版】ズバ
ッと答える関節
リウマチ～患者
さんからの85通
の挑戦状～ 

日本医学出
版 

東京 2018 pp.20-2
1 ,pp.2
5-26, p
p.110-1
12 

藤井 隆夫 Ⅱ 専門医の管理・
治療が必要な疾患
のガイドライン．全
身性疾患/膠原病．1
7 関節リウマチ 

泉 孝英 今日の診療のた
めに ガイドラ
イン 外来診療2
018 

日経メディ
カル開発 

東京 2018 pp.479-
484 

藤井 隆夫 Ⅲ章 各論．A 合成
抗リウマチ薬（sDM
ARDs）．1) 従来型
抗リウマチ薬（csD
MARDs）．1 メトト
レキサート 

川畑 仁人 リウマチ・膠原
病治療薬ハンド
ブック －エキ
スパートが教え
る極意－ 

文光堂 東京 

 

2018 pp.24-2
9 

松下 功 リハビリ 松野博明、
松原 司 

ずばっと答える
関節リウマチ 

日本医学出
版 

東京 2018 174-183 

田中栄一、
山中寿 

バイオシミラーと
その使い分け 

田中良哉 Modern Physici
an 

新興医学出
版社 

東京 2018 992-993 

田中栄一 関節リウマチ治療
バイオシミラーの
経済効果 

 リウマチ科 科学評論社 東京 2019 48-52 

田中栄一 関節リウマチにお
ける費用対効果評
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 Pharma Medica メディカル
レビュー社 

東京 2019 91-94 

和田誠、川
人豊． 

消化管障害・肝機能
障害・腎機能障害出
現時のマネッジメ
ント 

宮坂信之 リウマチ科 科学評論社 東京 62(6)  

2019 

509-517 

川人豊 抗リウマチ薬の特
徴と適正使用.ＭＴ
Ｘ以外の免疫抑制
薬 

佐野 統 抗リウマチ薬ガ
イドブック 

フジメディ
カル出版 

大阪 2019 33-37 
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川人豊 従来型抗リウマチ
薬 

中原英子 
金子裕子 

関節リウマチ看
護ガイドブック 

羊土社 東京 2019 76 

岸本暢将, 
岡田正人 

単行本 岸本暢将 ,  
岡田正人 

関節リウマチの
診かた, 考え方
ver3 

中外医学社 東京 2019 単行本 

鈴木康夫、
佐々木則
子、佐々翔、
若林孝之 

合併症/併存症をも
つ関節リウマチ患
者のマネジメント．
リ ン パ 増 殖 性 疾
患・リンパ腫 

大井一弥、
折井孝男、
丸山徹、室
井延行 

薬局 南山堂 東京 2019 71-77 

鈴木康夫 関節リウマチに対
するメトトレキサ
ート治療はどこに
向かうのか 

宮坂信之 炎症と免疫 先端医学社 東京 2019 258-261 

中山健夫 診療ガイドライン
に関する基本知識 

門脇  孝 ,  
小室  一成 ,
 宮地 良樹
 (監修) 

日常診療に活か
す診療ガイドラ
インUP-TO-DATE
 2018-2019 - 

株式会社  
メディカル
レビュー社 

 

東京 2018 10-15 

西田圭一
郎、鉄永倫
子、原田遼
三、井上真
一郎 

関節リウマチ：感染
症を景気に関節痛
の増悪、両下肢麻痺
に至ったケース 

牛田享宏、
福井 聖、川
崎元敬 

慢性疼痛ケース
カンファレンス 

MEDICAL VI
EW社 

東京 2020 381-390 

小橋靖子、
西田圭一郎 

関節手術時の看護 房間見恵、
竹内 勤 監
修、中原英
子、金子祐
子 編 

関節リウマチ看
護ガイドブック 

羊土社 東京 2019 244-247 

藤田慎一
朗、西田圭
一郎 

関節リウマチとリ
ハビリテーション 

房間見恵、
竹内 勤 監
修、中原英
子、金子祐
子 編 

関節リウマチ看
護ガイドブック 

羊土社 東京 2019 111-119 

藤井 隆夫 3 抗リウマチ薬の
特徴と適正使用．生
物学的製剤 

佐野 統 実臨床に活かす
 抗リウマチ薬
ガイドブック 
だから，これを
選ぶ，こう使う 

フジメディ
カル出版 

大阪 2019 38-45 

松下 功 正常関節の構造と
関節リウマチにお
ける関節の変化 

中原英子、
金子祐子編 

関節リウマチ看
護ガイドブック 

羊土社 東京 2019 27-31 
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針谷正祥 

他 

関節リウマチ診療

ガイドライン 2020 

一般社団法

人日本リウ

マチ学会 

関節リウマチ診

療ガイドライン

2020 

株 式 会 社 

診断と治療

社 

東京 2020 全編 

森 雅亮 小児疾患－若年性
特発性関節炎. 

   今日の診断指
針(第8版) 

医学書院 東京 2020 1942-19
44 

森 雅亮 膠原病・リウマチ性
疾患 ,  原発性免疫
不全症－若年性特
発性関節炎.  

  新 臨床 内科 学
(第10版) 

医学書院 東京 2020 1760-17
62 

 伊藤秀
一・森 雅
亮 監修.  

小児リウマチ学 日本小児リ
ウマチ学会
 編集 

小児リウマチ学 朝倉書店 東京 2020 全編 

森 雅亮、
他 

若年性特発性関節
炎における生物学
的製剤使用の手引
き 2020年度版.  

厚労省移行
期班  若年
性特発性関
節炎分担班
  

若年性特発性関
節炎における生
物学的製剤使用
の手引き 2020

  

羊土社 東京 2020 全編 

森 雅亮、
他 

成人診療科のため
の小児リウマチ性
疾患移行支援ガイ
ド. 

厚労省移行
期班 編集 

成人診療科医の
ための小児リウ
マチ性疾患移行
支援ガイド 

羊土社 東京 2020 全編 

森 雅亮、
他 

脊椎関節炎診療の
手引き 2020.  

日本脊椎関
節炎学会  
編集 

脊椎関節炎診療
の手引き 2020.
  

診断と治療
社 

東京 2020 118-125 

森 雅亮、
他 

小児感染免疫学. 日本小感染
症学会  編
集 

小 児感 染免 疫
学. 

朝倉書店 東京 2020 全編 

森 雅亮 川崎病（冠動脈病変
を除く）、非結核性
抗酸菌症.  

  今日の小児治療
指針(第17版) 

医学書院 東京 2020 277-280 
362-363 

森 雅亮、
他 

 
小児非感染性ぶど
う膜炎 初期診療の
手引き2020年版. 

一般社団法
人  日本リ
ウマチ学会
 小 児リ ウ

 

  

小児非感染性ぶ
どう膜炎 初期
診療の手引き20
20年版. 

羊土社 東京 2020 全編 

岸本暢将, 
岡田正人 

関節リウマチの診
かた, 考え方ver4 

岸本暢将 ,  
岡田正人 

関節リウマチの
診かた, 考え方
ver3 

中外医学社 東京 2020 単行本 

西田圭一郎 TEAの合併症対策.
 3. 脱臼 

山本謙吾 スペシャリスト
がすすめる人工
関節手術合併症
対策 

南江堂 東京 2021 213-216 
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西田圭一郎 TEAの合併症対策.
 4. 摩耗、ゆるみ、
破損 

山本謙吾 スペシャリスト
がすすめる人工
関節手術合併症
対策 

南江堂 東京 2021 217-220 

西田圭一
郎、鉄永智
紀、尾崎敏
文 

関節外科技術の疼
痛への応用. 第IV
編 痛みの評価と治
療. 2. 治療, 6.手

 

田口敏彦、
飯田宏樹、
牛田享宏 

疼痛医学 医学書院 東京 2020 347-352 

渡辺雅仁、
西田圭一郎 

第2章 疾患別の薬
剤  III 関節疾患  
A. 関節リウマチ 

萩野 浩 とことん使いこ
なす整形外科薬
剤 

南江堂 東京 2020 64-80 

西田圭一郎 関節リウマチの疼
痛発生機序と治療
戦略 .  第 3 章  症
状・原因疾患に応じ
た治療戦略 

池内昌彦 長引く膝の痛み
に対する治療戦
略 

日本醫事新
報社 

東京 2020 88-94 

西田圭一郎 変形性関節症（骨関
節炎）. 第13章 膠
原病 .  リウマチ性
疾患、原発性免疫不
全症 

矢崎義雄 新臨床内科学 
第10版 

医学書院 東京 2020 1795-17
97 

中島亜矢子 第4章 多様な患者
背景に対応するた
めに 
我が国における関

 

針谷正祥 RA診療ガイドラ
イン 

診断と治療
社 

東京 2021   

川人 豊 非ステロイド性抗
炎症薬（NSAIDｓ） 

日本医師会
生涯教育課
 編集企画
室 

日本医師会雑誌
第149巻特別号 

診断と治療
社 

東京 2020 128-131 
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Rheumatology (Oxfo

rd) 

Feb 1 doi: 10.1093/
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